
飛躍する年へ　ゆめおーれ勝山 まゆ玉クラフト 干支うさぎ
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公共交通の現在、未来



防
災
対
策
の
推
進 

と 

こ
ど
も
政
策
の
充
実

新
た
な
勝
山
市
の
実
現
へ

防
災
対
策
の
推
進

　

昨
年
８
月
４
日
に
勝
山
市
北
部
を

襲
っ
た
大
雨
に
よ
り
皿
川
、
野
津
又

川
、
滝
波
川
な
ど
多
く
の
河
川
で
溢

水
、
越
水
に
よ
る
床
上
床
下
浸
水
が

発
生
、
ま
た
河
川
の
擁
壁
が
破
壊
さ

れ
、
農
地
や
農
業
用
水
路
な
ど
に
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
続
を
念
頭
に
全

力
で
復
旧
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
今
回
の
大
雨
災
害
を
踏
ま

え
、
災
害
時
に
お
け
る
情
報
伝
達
や

情
報
収
集
に
つ
い
て
改
善
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
大
規
模
災
害
時
に
は

各
ま
ち
づ
く
り
会
館
を
地
区
災
害
対

応
支
部
と
し
て
位
置
付
け
、
き
め
細

か
い
対
応
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
10
月
に
新
た
に
採
用
し
た

防
災
安
全
専
門
員
を
活
用
し
て
安
全

安
心
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

こ
ど
も
政
策
の
充
実

　

私
の
生
ま
れ
た
昭
和
34
年
に
年
間

7
0
0
人
を
超
え
て
い
た
勝
山
市
の

出
生
者
数
で
す
が
、
令
和
3
年
度
に

は
１
０
９
人
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま

す
。

　

記
憶
の
中
に
あ
る
村
祭
り
や
地
区

の
遊
び
場
で
の
思
い
出
や
運
動
会
、

遠
足
の
賑
や
か
だ
っ
た
思
い
出
は
、

同
じ
年
に
市
内
で
生
ま
れ
た
7
0
0

人
の
仲
間
た
ち
と
の
共
通
の
イ
メ
ー

ジ
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
少
子

化
時
代
の
今
の
こ
ど
も
た
ち
に
は
想

像
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
が
現
実

で
す
。
少
子
化
の
中
で
あ
っ
て
も
新

し
い
充
実
し
た
政
策
を
進
め
る
こ
と

で
、
こ
ど
も
た
ち
や
子
育
て
世
代
の

思
い
に
答
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
４
月
１
日
か
ら
福
祉
事
務
所

の
子
育
て
支
援
部
門
を
教
育
委
員
会

に
移
管
し
、
新
た
に
「
こ
ど
も
課
」
を

新
設
し
ま
す
。
就
学
前
児
童
の
小
学

校
入
学
を
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
し
、
児

童
セ
ン
タ
ー
と
小
学
校
を
一
体
的
に

運
営
す
る
こ
と
で
家
庭
と
学
校
を
一

元
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
こ
ど
も
の
自
立

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、教
育
会
館
を「
こ
ど
も
会
館
」

と
し
子
育
て
支
援
機
能
を
集
約
し
ま

す
。
加
え
て
、
中
央
公
園
の
屋
内
遊

戯
場
と
屋
外
遊
戯
場
を
一
体
的
に
整

備
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
わ
く
わ
く

す
る
よ
う
な
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

　

防
災
対
策
、
こ
ど
も
政
策
以
外
に

も
民
間
活
力
に
よ
る
産
業
振
興
や
ま

ち
づ
く
り
会
館
を
活
か
し
た
地
域
福

祉
の
向
上
な
ど
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
5
年
が
皆
さ
ま
方
に
と
っ
て

素
敵
な
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
祈
り
し
、
結
び
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
健
勝
に
て

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

蔓
延
が
始
ま
り
3
年
を
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
感
染
対
策
を
徹
底

し
な
が
ら
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
る
１
年
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

引
き
続
き
、
勝
山
市
医
師
会
の
ご

協
力
の
も
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
市
民
の

皆
さ
ま
の
お
声
を
聞
く
機
会
が
制
限

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
各
地

区
や
各
団
体
で
の
意
見
交
換
会
を
積

極
的
に
開
い
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。
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子
育
て
環
境
の
充
実
を
め
ざ
し
て

 

こ
ど
も
課

こ
ど
も
課  

を
新
設
へ

令和5
年4月

1日よ
り

　勝山市では、「こども政策」をこれまで以上に強力に推進し、質の高い
幼児教育・保育、子育ての充実、幼稚園・保育園・認定こども園と小学
校との連携強化、学校教育と子育て支援の連携などの実現を図るため、
令和5年4月より、勝山市役所の組織改編を実施します。

市役所の組織が変わります
「こども課」を新設します
教育委員会事務局に「こども課」を新設します。

「こども課」の組織体制(案)
　「こども政策」を推進するため、「こども課」には、専門
知識を有した職員を配置し、次の係を設置する予定です。
□ 質の高い「こども教育」を推進する係
教諭・保育士を配置し、幼児教育を指導・支援します。

□ 子育て相談を行う係
ひとり親家庭や育児で困難を抱える家庭を支援します。

□ 幼稚園・保育園・認定こども園を一括管理する係
就学前児童の施設などを一括して管理します。

□ 子ども・子育て支援を行う係
児童手当や子ども医療の助成など子育て世帯への支援
を行います。

組織改編の効果
「こども政策」をワンストップ化
　幼稚園・保育園・認定こども園を一体的に管理し、小学校就学前の子どもの教育環境や家庭の子育て支
援を行うため、次のことについて強化します。

・幼稚園、保育園、認定こども園の質の高い幼児教育と小学校教育との円滑な接続および連携の強化
・学校から家庭までを幅広く支援するため、小学校と児童センターなどの連携の強化
・学校および家庭の相談体制の強化

改正前
（現行）

教育委員会
事務局 福祉児童課

改正後
（令和5年度）

教育委員会
事務局

こども課
教育総務課

福祉課

生活保護、障がい
福祉などを所管
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人口の動き　12月末現在（前月比）

総人口� 21,821人（－52）
世帯数� 7,906世帯
男性� 10,412人（－28）
女性� 11,409人（－24）
出生� 10人
死亡� 51人
転入� 28人
転出� 39人

12月の交通事故　（前年比）

事故� 43件（＋5）
死者� 0人（±0）
負傷者� 2人（－1）

1月の納税

（市県民税・国民健康保険税（4期））
納期限� 1月31日
口座振替� 1月26日

勝山市では、広報かつやまのほかに、ホームページやSNS
などで最新情報を発信しています。ぜひご活用ください。公式ＳＮＳなどで情報発信

勝山市のホーム
ページです

イベント、行政
情報を発信

最新情報は
こちらで確認

友だち登録は
こちらから

市内のステキな
写真を紹介

10言語対応の
デジタル広報

2 0 2 3年    1月号

新年のごあいさつ� 02

「こども課」を新設� 03

特集　公共交通の現在、未来� 05

新型コロナワクチン接種� 10

スマイルPick Up、ジオパークコラム� 11

HOT話題� 12

市からのお知らせ� 13

市民のひろば� 19

目次

今 月 の 表 紙

『広報かつやま』では表紙や記事に登場するモデルを

募集しています。応募方法や条件は、こちらをご覧

ください。

『  泳 ぐ こ と が 大 好 き 　 な か よ し 三 姉 妹  』

山
やま

内
うち

 莉
り

愛
あ

 さん（８歳）瑠
る

愛
あ

 さん（3歳）希
の

愛
あ

 さん（８歳）

Cover m
odel
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　勝山市で一般的な移動手段といえば自動車が中心ですが、バス
や鉄道、タクシーなどの公共交通は、自動車を運転できない高齢
者や学生にとって、通院や通学、日常生活などで利用する大切な
移動手段のひとつです。少子高齢化が進み、自動車での移動を不
安に思う市民が増えていくことが予想されるなか、公共交通をもっ
と利用しやすい、利用したくなるものにしていくことが求められ
ています。
　今月の特集では、公共交通のひとつであるコミュニティバスの
利用促進を図るために実施している現在の取り組みとこれから実
施する新しい取り組みについて紹介します。

公共交通の現在、未来特 集
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市
民
の
誰
も
が

利
用
し
や
す
い

利
用
し
た
く
な
る

公
共
交
通
を
め
ざ
し
て

市民は、コミュニティバスについて、このように感じています

公共交通に関する市民アンケートより（令和3年9月実施）
その他

利用者が増えるように運行本数や路線を増やして
より便利にすべき

高齢者や中高生等の交通手段として必要な交通手段なので
必要な経費を投入すべき

運賃の値上げなどによって収益を増やすべき

利便性が低下することになっても、運行経費を削減すべき
7％7％

19％19％

63％63％

7％7％
4％4％

コミバスの
運営

特集　公共交通の現在、未来

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
勝
山
市
の
公
共
交

通
を
構
成
す
る
中
の
一
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行
体
系
を
新
し
く
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
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勝
山
市
で
は
、
令
和
４
年
３
月
に
地
域

公
共
交
通
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
で
は
、「
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
、

利
用
し
た
く
な
る
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
目
指
し
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

地域公共交通計画
全文はこちら

公共交通の利用を促進する取組

◉高齢者等バス・タクシー利用券配付
◉マイ時刻表の作成
◉バスの乗り方教室
◉高校入学予定者へのバス利用PR
◉高齢者運転免許自主返納支援事業
◉えちぜん鉄道運賃助成� など



予約方法▶利用日の1週間前から1時間前までに電話で予約（詳しくは次のページへ）
運行時間▶午前8時～午後5時
※通勤・通学の利用が多い朝と夕方は、これまでと同様に定時定路線で運行します
運　　賃▶１乗車 100円または200円

新しい時刻表やバス停
（運行区域）など詳細は
こちらでご確認ください。

　希望の時間帯に希望のバス停
からバス停へ移動できるため、
これまでより効率よく移動する
ことができます。

　運行時間や路線が決められて
いないため、予約のあったバス
停を最短（最適）ルートで運行し
ます。

　家からバス停までの距離を短
くするために、新たにバス停を
設置します。

時刻表に
　　縛られない

乗車時間 短縮

バス停の増設ポイント

①
ポイント

②

ポイント

③もっと自由で
楽しい公共交通へ

もっと自由で
楽しい公共交通へ

　クルマがなくても、
ちょっとしたお出か
けが気軽にできるよ
うに、また日々のお買
い物や通院にお使い
いただけるように、
もっと自由でもっと
楽しい公共交通を実
現していきたいです。

未来創造課
地域交通係 主事

西
にし

村
むら

　駿
はや

人
と

特集　公共交通の現在、未来

利用したい時間に行きたい場所へ

 フルデマンド型　バス運行開始

野向地区 北郷地区 で試験運行がスタートします

運行
開始予定日

1月25日

フルデマンド型
　コミュニティバスについて、「運行本数が少ない」といった不満を感じている方がいたことから、より利
用しやすい交通手段にするため、利用者の予約に応じてバス停間を移動する「フルデマンド」型の乗合バス
に変わります。現在、1月25日からの運行に向けて準備を進めています。
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効率的なルートで運行

特集　公共交通の現在、未来

　自宅から勝山総合病院まで行きたい場合の流れをご紹介します。
　注意事項なども参考にしながらご利用の際の参考にしてください。

勝山総合病院に行ってみよう

効率的なルートで運行
4 4 4 4 4 4 4 4 4 444 4 4 4 4 4 4 4 4 44

今後の展開

市全域でフルデマンド
　将来的には、各地区の意見を踏
まえながら、市全域でフルデマン
ド型を運行し、地区外の目的地に
移動できるなど、誰もが利用しや
すい公共交通を目指します。

利用例利用例

乗合

目的地

最寄り

勝山総合病院

電話で予約する111

時間になったら
バス停に移動する222

用事を済ませ、
帰りの予約時間になったら
バス停に移動する

333

　フルデマンド型は、自分で決め
た自由な時間に乗っていただけ
ることが大きなメリットだと思い
ます。
　免許返納された方には、バス料
金が無料になる制度もあります
ので、ぜひご利用ください。

①バス事業者に電話をする
②氏名を伝える
③乗車したいバス停と降車したいバス停を伝える
④利用したい時間を伝える
　（○〇時に乗りたいまたは〇〇時までに着きたい）

※帰りの便も併せて予約できます
※�利用日の1週間前から1時間前までに予約してください
※�同時刻に予約が集中した場合などは、後から予約された方
に時間を調整していただく場合があります。余裕をもって
行動をお願いします

運行事業者
勝山交通株式会社

代表取締役　山
やまうち

内　誠
せ い じ

司さん
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相
手
を
思
い
や
る

自
主
返
納
を
ご
検
討
く
だ
さ
い

　65歳以上の方の
車の『運転技能診断』実施中‼

　勝山警察署では、車の運転技能を自動
で評価する「オブジェ」を導入しています。
　実際に10分程度運転し、運転者のクセ
や運転行動を客観的に分析します。

と　き▶常時　（1人30～ 40分程度）
場　所▶勝山警察署
対　象▶原則65歳以上の方
問勝山警察署交通課　☎88-0110

免
許
を
返
納
す
る

勝
山
市
自
主
返
納
支
援
事
業

�

を
利
用
す
る

　

市
役
所
の
担
当
課
窓
口
で
支
援
時
用

の
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

支�

援
内
容
▼
生
涯
利
用
で
き
る
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
」お
よ
び「
市
内
バ
ス
」の

無
料
乗
車
券
を
交
付

持�

ち
物
▼
申
請
書
、
申
請
に
よ
る
運
転
免

許
の
取
消
通
知
書
、

顔
写
真

問
未
来
創
造
課（
市
役
所
2
階
）

�

☎
88
‐
8
1
1
4

　

返
納
場
所
で
返
納
の
手
続
き
を
行
い
、

「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通
知

書
」を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

返�

納
場
所
▼
県
奥
越

運
転
者
教
育
セ
ン

タ
ー
、
勝
山
警
察

署
問
勝
山
警
察
署

�

☎
88
‐
0
1
1
0

身分証になる運転
経歴証明書などの
詳細はこちら

支援事業の
詳細はこちら

0

300

600

900

1200

1500

80 代 （年齢）

（総事故件数）

70 代60 代50 代40 代

勝山警察署　交通課
課長　髙

たか
木

ぎ
 省

しょう
吾

ご
 さん

　

県
内
の
免
許
保
有
者
10
万
人
あ
た
り

の
人
身
事
故
の
件
数（
表
１
）を
み
る
と
、

60
歳
代
以
降
、
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て

総
事
故
件
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　
勝
山
市
で
は
、
高
齢
者
の
自
動
車
利
用

に
よ
る
事
故
防
止
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

「
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

運
転
免
許
返
納
後
の
移
動
手
段
と
な

る
公
共
交
通
を
お
得
に
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
運
転
に
不
安
が
あ
る
方
は
、
一
度
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

引用：福井県警HPより

免許保有者10万人当たりの年齢別
人身事故発生状況（H29 ～ R3）

　高齢になると視野が狭くなり、
事故を起こしやすくなります。
　免許返納後には、支援事業で
公共交通の料金がお得になりま
す。車の維持費用などと比較し
てみるのも良いかもしれません。
　ご自身のライフスタイルを考
えながらご検討ください。
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新型コロナワクチン接種
に関するお知らせ

問勝山市コールセンター（すこやか内）　☎64 ｰ 5543

電 話 で 予 約 L
ラ イ ン

I N E で 予 約

☎ 0779-64-5543（7回線）
受付時間▶㈪～㈮　午前9時～午後5時
　　　　　　㈯　　午前9時～正午
※日曜、祝日は電話受付は行いません
※1、2回目の予約は電話のみ受け付けます

勝山市公式L
ラ イ ン
INEアカウント 

を友だちに追加
二次元バーコードを読み込む
かIDで検索してください

受付時間▶24時間予約が可能
I D▶＠katsuyamacity

県新型コロナ
ワクチン接種
セ ン タ ー  
アオッサ会場
の 予 約 は 

こちら

オミクロン株対応ワクチンの早期接種をお願いします
　オミクロン株対応ワクチンは、2回接種を終えた12歳以上の全ての方が対象です。前回の接種を受けた
日から3か月以上経過していれば、接種することが可能です。
　今後の感染拡大に備えて、オミクロン株対応ワクチンの早めの接種をお願いいたします。

接種回数▶1回
接種場所▶�市内医療機関、県営接種会場
予約方法▶�

オミクロン株対応
ワクチンの効果

従来型ワクチンを上回る

OMIC

✓ 発症予防効果 が期待

✓ 感染予防効果
✓ 重症化予防効果

インフルエンザ
ワクチンとの

同時接種も可能

オミクロン株対応
２価ワクチン

OMIC

※無料

季節性インフルエンザ
ワクチン

※有料
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今年の冬は
スキージャムで
お得に楽しもう

今年の冬は
スキージャムで
お得に楽しもう
問未来創造課（市役所2階）  
　☎88 ｰ 8114

　えちぜん鉄道勝山駅から勝山市役所を経由しスキー
ジャム勝山までを結ぶ無料送迎バス（1日 往3便・復2便）
を運行し、バスを利用する勝山市民1人につき3,000円分
のスキージャム勝山のリフト割引クーポンを配布します。

期 間▶令和5年3月21日（火・祝）までの土日祝日�
※�前日までに奥越バス協会（0120-891-331）までご予約
をお願いします。

◀
詳
細
は
こ
ち
ら

無料バスに乗ってお得無料バスに乗ってお得



　
11
月
21
日
～
23
日
に
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
国
研
修
会
が
栗
駒

山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク（
G
ｐ
）で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
栗
駒
山
麓

G
ｐ
の
紹
介
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
栗
駒
山
麓
G
ｐ
は
宮
城
県
の
栗
原
市

を
エ
リ
ア
と
す
る
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。

栗
原
市
が
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
り
組
み
を

始
め
た
き
っ
か
け
は
、
2
0
0
8
年
6

月
14
日
に
起
こ
っ
た
岩
手
・
宮
城
内
陸

地
震
で
す
。
午
前
8
時
43
分
に
岩
手
県

南
部
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7
・
2（
＊
）を
観
測
し
た
地
震
で
し
た
。

こ
の
地
震
で
は
，
栗
原
市
と
宮
城
県
奥

州
市
で
震
度
6
を
記
録
し
た
ほ
か
、
北

海
道
か
ら
関
東
、
中
部
地
方
に
か
け
て

各
地
で
揺
れ
を
観
測
し
ま
し
た
。
死
者

17
人
、
行
方
不
明
者
6
人
を
出
す
な
ど

の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ジ
オ

パ
ー
ク
は
、「
自
然
災
害
と
の
共
生
と

豊
穣
の
大
地
の
物
語
」
を
テ
ー
マ
に
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
震
の
特
徴
の
一
つ
が
計

3
5
0
0
か
所
以
上
に
も
及
ぶ
土
砂
災

害
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
で
す
。
中
で

も
最
大
だ
っ
た
の
が
荒あ

ら
と
ざ
わ

砥
沢
地
す
べ
り

で
す
。
幅
約
9
0
0
メ
ー
ト
ル
、
長
さ

約
1
3
0
0
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
約

3
0
0
メ
ー
ト
ル
も
の
土
地（
移
動
体
）

が
南
東
方
向
に
向
か
っ
て
最
大
3
0
0

メ
ー
ト
ル
移
動
し
ま
し
た
。
今
回
の
研

修
会
で
は
、
こ
の
荒
砥
沢
地
す
べ
り
の

生
々
し
い
痕
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
変
動
帯
で
あ
る
日
本
列
島
で
暮
ら
し

て
い
く
上
で
、
自
然
災
害
と
う
ま
く
付

き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
で

す
。
地
震
災
害
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
災
害
の
記
憶
も
残
っ
て
い
て
、

そ
れ
を
伝
え
て
い
く
の
も
ジ
オ
パ
ー
ク

の
活
動
で
す
。

　
ぜ
ひ
い
ろ
い
ろ
な
地
域
を
訪
れ
て
自

然
災
害
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
つ

く
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

＊�

地
震
の
規
模
を
表
す「
も
の
さ
し
」で

す
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
2
違
う
と

1
0
0
0
倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
差
が

あ
り
ま
す

町
まち

　澄
すみあき

秋
他地域の
ジオパーク紹介 『栗

くりこま
駒山

さんろく
麓ジオパーク』 商工文化課

主査（学芸員）

荒砥沢地すべりの痕跡

スマイル Pick Up! 市民の笑顔
お届けします

　

勝
山
市
で
ス
カ
ー
フ
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
を
手
が
け
る
笠
川

さ
ん
と
中
本
さ
ん
は
、
昨
年
の
9

月
、
市
の
商
業
施
設
出
店
促
進
事

業
補
助
金
を
活
用
し
、
空
き
家
を

販
売
店
舗
兼
カ
フ
ェ
に
改
修
し

オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。

　
空
き
家
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
世

界
的
に
有
名
な
建
築
家
磯
崎
新
さ

ん
設
計
の
邸
宅
で
、
店
舗
に
す
る

に
は
手
狭
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

「
若
い
方
が
集
ま
り
た
い
、
面
白
い

と
思
っ
て
も
ら
え
る
場
所
を
勝
山

に
作
り
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、

こ
の
場
所
で
事
業
を
育
む
こ
と
に

決
め
た
そ
う
で
す
。

　
「
た
だ
モ
ノ
を
売
る
の
で
は
な

く
、
私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
出
会
っ

て
き
た
面
白
い
文
化
な
ど
を
体
感
・

発
信
す
る
拠
点
に
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
来
店
さ
れ
た
方
の
思
い
出

に
残
っ
た
り
、
感
覚
を
刺
激
し
た

り
す
る
よ
う
な
お
店
を
目
指
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
独
自
性
の
あ
る
空
間

を
活
か
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
も
計
画
さ
れ

て
お
り
、「
こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な

い
空
間
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い

で
す
」
と
笑
顔
で
来
場
を
呼
び
か
け

て
い
ま
し
た
。

独
自
性
の
あ
る
空
間
を
楽
し
ん
で

n
に ん ば す
imbus（元町１）

（左）笠
かさかわ

川 まさよさん（右）中
なかもと

本 あきこさん

情報配信中情報配信中
（instagram）（instagram）
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お め で と う　 山 口 茜 選 手 が 年 間 最 優 秀 選 手 に 選 出 

ご寄附 ありがとうございました

　世界バドミントン連盟が、女子の年間最優秀選手として、山口茜選手を選出し
ました。昨年、山口選手は世界選手権の2連覇をはじめ、ワールドツアーファイ
ナルズ、全英オープンやジャパンオープンでも優勝を飾るなど、多くの国際大会
で好成績をおさめた大活躍の一年でした。� ※写真は㈱再春館製薬所からご提供いただきました

市民の皆様へ　山口選手からのメッセージ
いつもたくさんの応援、ありがとうございます。昨年は８月に世界選手権、
１２月にワールドツアーファイナルズで優勝することができ、年間最優秀女
子選手にも選んでいただきました。ジオアリーナで開催されたS/Jリーグ勝山
大会には参加できず残念でしたが、皆様に良い結果を報告することができ、
とても嬉しく思います。これからも自分らしく、楽しく精一杯頑張ります！

　大雨災害への支援に活用して
ほしいと勝山市区長連合会か
ら、特に被害の大きかった荒土、
野向、村岡、北谷地区に対し、
見舞金の寄附がありました。

　市が実施する環境保全事業に
活用してほしいと、越前信用金
庫から、20万円のご寄附をい
ただきました。

　大雨災害への支援に活用してほ
しいと「福井プロレスリング」か
ら、市内で実施したプロレス大会
会場で集まった浄財の寄附があり
ました。
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市からのお知らせ I n fo r m a t i o n市からのお知らせ I n fo r m a t i o n

12
月
定
例
市
議
会　

補
正
予
算
な
ど
を
可
決

�

問
議
会
事
務
局（
市
役
所
３
階
）☎
88
‐
８
１
０
０   

決
ま
っ
た
内
容

補
正
予
算

　
主
な
内
容
と
し
て
、
福
井
県
立
恐
竜
博

物
館
の
休
館
対
策
事
業
の
実
施
、
燃
料
価

格
の
高
騰
に
よ
る
公
共
施
設
の
電
気
料

金
の
値
上
げ
へ
の
対
応
な
ど
を
計
上
し
、

一
般
会
計
の
総
額
は
1
5
4
億
7
1
0
4

万
円（
8
7
2
2
万
4
千
円
増
）と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
6
件
の
特
別
会
計
補
正
予

算
お
よ
び
１
件
の
企
業
会
計
補
正
予
算

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例

制
定
さ
れ
た
条
例

・�

勝
山
市
職
員
の
定
年
引
上
げ
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
等
に
関
す
る
条
例

・�

勝
山
市
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関

す
る
条
例

・�

附
属
機
関
の
整
理
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例

・�

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
条
例

・
行
政
不
服
審
査
会
条
例

・�

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
審
議
会
条
例

・�

老
人
ホ
ー
ム
入
所
判
定
委
員
会
条
例

・�

予
防
接
種
健
康
被
害
調
査
会
条
例

・�

就
学
支
援
委
員
会
条
例
の
制
定

・�

上
下
水
道
料
金
制
度
審
議
会
条
例

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

・�

勝
山
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例

・
勝
山
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

・
勝
山
市
行
政
組
織
条
例

・
勝
山
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

・
勝
山
市
手
数
料
条
例

・�

勝
山
市
印
鑑
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例

そ
の
他

　

令
和
3
年
度
勝
山
市
歳
入
歳
出
決
算

（
継
続
審
査
案
件
）が
認
定
、
令
和
3
年
度

勝
山
市
水
道
事
業
会
計
利
益
の
処
分
及
び

決
算（
継
続
審
査
案
件
）が
可
決
な
ら
び
に

認
定
さ
た
ほ
か
、
専
決
処
分
の
１
議
案
が

承
認
、
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て
が
可
決
、
陳
情
の
１
件
が
趣
旨
採

択
、
２
件
が
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
4
月
採
用

職
員
・
会
計
年
度
任
用
職
員　

採
用
候
補
者
試
験

問
総
務
課（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
１
１
１
３

職
員
採
用
候
補
者
試
験

�

（
2
月
試
験
実
施
分
）

受
付�

期
間
▼
1
月
23
日
㈪
ま
で 

※
午
前

8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
（
土
、

日
を
除
く
）

一
次�

試
験
▼
2
月
5
日
㈰ 

※
二
次
試
験

の
詳
細
は
一
次
試
験
合
格
者
に
通
知

試�

験
会
場
▼
教
育
会
館

区分・
職務内容

採用予定
人数

資格、
免許など

生年月日
試験内容、

申込方法など

事務職・
一般行政事務

に従事
2人程度 問わない

平成3年4月2日～
平成17年4月1日

消防士・消防
士の専門業務

に従事

1人程度
普通自動車運転
免許（取得見込含
む（R5.3末日））

平成4年4月2日～
平成17年4月1日

※�救命救急士資格保有者（保有見込含む）は第２次試験の総合得
点に10点加点

会
計
年
度
任
用
職
員

�

採
用
候
補
者
試
験（
二
次
募
集
）

受
付�

期
間
▼
1
月
26
日
㈭
ま
で 

※
午
前

8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
（
土
、

日
を
除
く
）

試
験
日
▼
2
月
4
日
㈯

試�

験
会
場
▼
教
育
会
館

区分・
職務内容

採用予定
人数

勤務場所
資格、

免許など

福祉職・
児童厚生員 兼 放課後
児童支援員 兼 教育活
動推進員に関する業務

2人程度

各児童館・�
センター・�
ホール・�
教室

問わない

資格職・
保育士業務

1人程度
各 保 育 園・�
地 域 子 育 て�
支援センター

保育士資格

技能労務職・
調理員（小学校）業務

1人程度 市内小学校�
など 問わない

試験内容、 
申込方法など 
詳細はこちら
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審議結果
はこちら

一般質問
動画はこちら

3月定例会一般質問予定日3月定例会一般質問予定日

3月8日㈬・9日㈭
両日とも午前10時～

会期日程はこちら



　
次
の
よ
う
な
方
は
、
住
民
税
申
告
（
無

所
得
の
申
告
含
む
）
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
住
民
税
申
告
書

様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
郵
送
し
て
い

た
だ
く
か
、
申
告
相
談
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

・�

病
気
療
養
中
や
失
業
中
等
で
令
和
４
年

中
に
収
入
が
無
く
、
ご
家
族
等
の
扶
養

親
族
と
な
っ
て
い
な
い
方
。（
無
所
得

の
申
告
）

・�

所
得
税
の
還
付
や
納
付
の
必
要
が
無

く
、
確
定
申
告
は
不
要
と
な
る
人
の
内

次
に
当
て
は
ま
る
人
。

①�

住
民
税
所
得
割
が
課
税
さ
れ
て
い
て
、

社
会
保
険
料
や
、
生
命
保
険
料
等
の
控

除
を
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
。

②�

合
計
所
得
金
額
（
収
入
金
額
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）
が
38
万
円
以
上
の
方
で
給
与

や
年
金
の
源
泉
徴
収
票
の
控
除
欄
を

確
認
し
、
扶
養
控
除
、
障
害
者
控
除
、

ひ
と
り
親
控
除
、
寡
婦
控
除
を
追
加
で

き
る
方
。

変
更
点

　

会
場
で
受
け
付
け
た
確
定
申
告
は
、
令

和
４
年
分
以
降
電
子
デ
ー
タ
（
ｅ
‐
Ｔ
Ａ

Ｘ
）で
税
務
署
へ
送
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。（
申
告
控
え
は
お
渡
し
し
ま
す
）

必
要
な
も
の

　

税
務
署
発
行
の
利
用
者
識
別
番
号
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
令
和
３
年
分
以
前
に

確
定
申
告
を
行
い
、
既
に
番
号
を
取
得
さ

れ
て
い
る
方
に
は
、
税
務
署
か
ら
通
知
が

届
い
て
い
ま
す
の
で
、
申
告
の
際
に
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

※�

利
用
者
識
別
番
号
の
有
無
が
不
明
な

方
に
つ
い
て
も
申
告
受
付
は
可
能
で

す
が
、
新
規
に
番
号
を
取
得
す
る
時
間

を
要
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

確
定
申
告
が
は
じ
ま
り
ま
す

2
月
16
日
㈭ 

か
ら 

3
月
15
日
㈬ 

ま
で

問
市
民
課（
市
役
所
１
階
）☎
88
‐
８
１
０
１

給
与
所
得
、
年
金
所
得
や
副
業
等
の
雑

所
得
が
あ
る
方
な
ど
は
、
ス
マ
ホ
で
の
申

告
が
便
利
で
す
。

必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ

ス
マ
ホ
申
告
の
メ
リ
ッ
ト

・�
申
告
会
場
に
行
く
必
要
が
無
く
、
自
宅

で
い
つ
で
も
で
き
る

・�

ス
マ
ホ
専
用
画
面
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
入

力
で
き
る

・�

ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
で
、
給
与
所
得
の
源

泉
徴
収
票
を
撮
影
す
る
と
自
動
で
反
映

・�

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
の
連
携
で
、
生
命

保
険
料
等
一
部
情
報
を
自
動
入
力

・
還
付
金
の
振
込
み
が
早
い

教
育
会
館
申
告
相
談
会
場
で
の

申
告
方
法
が
変
更
と
な
り
ま
す

国税庁確定申告
特集ページ

iOS用

Android用

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
の

イ
ン
ス
ト
ー
ル
は
こ
ち
ら
か
ら

ス
マ
ホ
で
の
確
定
申
告
は
こ
ち
ら
か
ら

市からのお知らせI n fo r m a t i o n 市からのお知らせI n fo r m a t i o n

確定申告書等
作成コーナー

自
宅
で
い
つ
で
も
で
き
る
、

ス
マ
ホ
申
告
を
利
用
く
だ
さ
い

　

確
定
申
告
又
は
住
民
税
申
告
が
無
い

（
所
得
状
況
が
確
認
出
来
な
い
）
場
合
に

は
、
次
の
よ
う
な
影
響
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
所
得
証
明
書
の
発
行
が
で
き
な
い
。

・�

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
算
定
に
お
い

て
、
軽
減
判
定
が
で
き
な
い
。

・�

医
療
保
険
や
介
護
保
険
の
給
付
判
定
区

分
が
高
く
な
る
。

・�

各
種
申
請
時
に
判
定
が
出
来
な
く
な
る

（
国
民
年
金
の
免
除
申
請
や
就
学
援
助

申
請
、
福
祉
制
度
利
用
申
請
な
ど
）

　
確
定
申
告
の
期
間
に
お
い
て
は
、
教
育

会
館
申
告
相
談
会
場
で
住
民
税
申
告
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
次
の
ペ
ー
ジ
に
記

載
の
必
要
な
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申告書様式を
市ホームページ
でダウンロード

国税庁e-TAXキャラクター
イータ君
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確
定
申
告
を
す
る
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

市
の
相
談
会
場
で
申
告
で
き
な
い
方

①
青
色
申
告
を
す
る

②
営
業
所
得
が
あ
る

③�

分
離
課
税
と
な
る
譲
渡
所
得
・
配
当

所
得
な
ど
が
あ
る

④
山
林
所
得
・
退
職
所
得
が
あ
る

⑤
災
害
な
ど
の
雑
損
控
除
を
受
け
る

⑥
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る

⑦
過
年
度
の
申
告
を
す
る

⑧
損
失
の
繰
越
控
除
が
あ
る

⑨
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
申
告
を
す
る

　

大
野
税
務
署
で
は
会
場
内
の
混
雑
を

回
避
す
る
た
め
、
会
場
内
へ
の
入
場
の
際

に「
入
場
整
理
券
」が
必
要
と
な
り
ま
す
。

入
場
整
理
券
は
会
場
で
当
日
分
を
配
付

す
る
ほ
か
、
国
税
庁
の
L
I
N
E
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
発
行

も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
な
お
、
入
場
整
理
券
の
配
付

枚
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

に
よ
っ
て
は
、
入
場
者
の
制
限
な
ど
を
行

う
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

入場整理券の
オンライン事前
発行はこちら

　

上
記
以
外
の
方
は
、
勝
山
市
会
場
で

も
申
告
出
来
ま
す
。
な
お
ご
自
身
で
作

成
さ
れ
た
還
付
申
告
書
は
ｅ
‐
Ｔ
Ａ
Ｘ

や
大
野
税
務
署
で
1
月
か
ら
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

勝山市会場（教育会館3階）

受付時間▶午前8時30分～11時
30分、午後1時～3時30分

問市民課　☎88-8101

申告内容 必要なもの

すべての申告

年金および給与の源泉徴収票、マ
イナンバーカード（または通知
カードと本人確認書類＊1）、扶養親
族がいればそのマイナンバー、あ
れば前年度の申告書の写し、利用
者識別番号通知

所得税の還付 申告者名義預貯金の金融機関や口
座などがわかるもの

生命・地震保険料控除 支払保険料控除証明書

国民年金保険料控除 控除証明書または領収書

障害者控除 障害者手帳、障害者控除対象者認
定証

営業・農業・不動
産所得の申告

収支内訳書、農業所得収支計算準
備表、収入・経費がわかる領収書

医療費控除（セルフ
メディケーション
税制）

医療費通知書、領収書
※�受診者・病院別ごとに金額を集
計し、医療費控除の明細書に記
入しておいてください

国民健康保険税の
社会保険料控除＊2

令和4年中に納めた合計額（領収
書の添付は不要）

寄附金控除 寄附した団体から発行された領収
書など

出張受付日時 場所
2月16日㈭ 午後1時30分～

3時30分
北谷町コミュニ
ティセンター

2月17日㈮
午前9時～ 11時 平泉寺まちづくり

会館（旧公民館）
午後1時30分～
3時30分

猪野瀬まちづくり
会館（旧公民館）

2月20日㈪
午前9時～ 11時 遅羽まちづくり会

館（旧公民館）
午後1時30分～
3時30分

鹿谷まちづくり会
館（旧公民館）

2月21日㈫
午前9時～ 11時 荒土まちづくり会

館（旧公民館）
午後1時30分～
3時30分

野向町コミュニ
ティセンター

2月22日㈬
午前9時～ 11時 北郷まちづくり会

館（旧公民館）
午後1時30分～
3時30分

村岡まちづくり会
館（旧公民館）

＊１　�運転免許証、障害者手帳、パスポートなどは１点、
健康保険証などの顔写真の無いものは２点必要

＊２　申告できる方は下表のとおり
納付方法 申告できる方

納付書 支払った方
口座振替 当該口座名義人
特別徴収（年金引去り） 当該年金受給者

期間▶1月13日㈮～ 3月15日㈬
　所得税および復興特別所得税、消費税およ
び地方消費税、贈与税の確定申告に関するご
質問やご相談は、自動音声案内に従い「0」を
選択してください。また、国税に関する一般
的なご質問やご相談は「1」を選択してくださ
い。（※国税局税務相談室につながります）

確定申告コールセンター
☎６６－２１８０（大野税務署）

大野税務署会場

受付時間▶�午前９時～午後４時

問大野税務署　☎66-2180

休日相談は3月5日㈰
受付時間▶午前9時～ 11時30分
　　　　　午後1時～ 3時30分
※農業相談（午後3時まで）も同日開催

「土地・建物などを売った場合の
譲渡所得」および「贈与税」の相談日
2月16日㈭・17日㈮・24日㈮、
3月2日㈭・3日㈮・9日㈭・�
10日㈮・１4日㈫・15日㈬

市からのお知らせ I n fo r m a t i o n市からのお知らせ I n fo r m a t i o n

＊各館定員12名、受付開始30分前から整理券を配布
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市からのお知らせI n fo r m a t i o n 市からのお知らせI n fo r m a t i o n

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
の
ご
紹
介

問
福
祉
児
童
課（
す
こ
や
か
）☎
87
‐
０
７
７
７ 

　

12
月
１
日
付
け

で
、
厚
生
労
働
大

臣
と
福
井
県
知
事

か
ら
新
し
い
民
生

委
員
・
児
童
委
員

お
よ
び
主
任
児
童

委
員
が
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
委
員
の

方
々
に
は
、
支
援
を
必
要
と
す
る
住
民
と

行
政
・
専
門
機
関
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

任
　
期　

�

令
和
4
年
12
月
1
日
～
令
和

7
年
11
月
30
日

民
生
委
員
・
児
童
委
員
名
簿

勝
山
地
区

田
村
昌
博
（
元
町
１
丁
目
１
～
３
町

内
）、
北
川
す
み
ゑ
（
元
町
１
丁
目
４
～

６
町
内
）、
黄
倉
登
美
子
（
元
町
１
丁
目

７
～
８
町
内
）、
酒
井
雄
二
（
元
町
２
丁

目
1·6·8
）、
朝
井
照
子
（
元
町
２
丁

目
2·3·4·5·7
）、
松
田
敏
男
（
元

町
３
丁
目
1·2·7·8
）、
齋
藤
善
雄

（
元
町
３
丁
目
3
～
6
）、
油
谷
奈
奈
惠

平
泉
寺
地
区

大
六
清
和（
平
泉
寺
上
1
～
4·6·7
組
）、

平
林
麗
子（
平
泉
寺
下
5·8
～
12
組
）、

木
船
孝
一
（
上
野
、
岩
ヶ
野
、
大
矢
谷
、

小
矢
谷
、
池
ヶ
原
）、
福
田
義
一
（
笹
尾

、
赤
尾
、
神
野
）、
福
田
加
代
子
（
大
渡

、
経
塚
、
壁
倉
）

遅
羽
地
区

斎
藤
美
穂
子
（
蓬
生
、
北
山
、
中
島
）、

川
端
和
浩（
千
代
田
、
比
島
）、
鳥
山
ま

ち
こ（
下
荒
井
、
嵭
崎
）、
野
㞍
由
紀
子

（
大
袋
、
新
道
）

村
岡
地
区

織
田
佐
和
子（
郡
町
1·3
町
内
）、
小
寺

惠
美
子（
郡
町
2·4
町
内
）、
藤
部
春
樹

（
郡
町
5·6
町
内
）、
石
畒
史
（
長
山
町

１
丁
目
）、
宮
塚
龍
二
（
長
山
町
２
丁

目
）、
中
野
裕
子（
滝
波
町
1·2
町
内
）、

藤
田
芳
德
（
滝
波
町
５
町
内
）、
笠
川
和

子（
滝
波
町
3·4
町
内
）、
水
谷
美
枝
子

（
浄
土
寺
）、
木
下
美
佐
子
（
寺
尾
、
五

本
寺
、
黒
原
）、
山
田
小
津
江
（
暮
見
、

栃
神
谷
、
芳
野
ヶ
原
）

北
谷
地
区

三
谷
揚
子
（
中
尾
、
北
六
呂
師
、
谷
）、

斎
藤
甚
継（
河
合
、
木
根
橋
、
小
原
）

野
向
地
区

浅
井
由
美
子
（
龍
谷
、
竹
林
）、
松
井
多

美
子
（
北
野
津
又
、
横
倉
）、
山
内
ま
り

（
昭
和
町
1
丁
目
1
～
4
）、
山
本
和
俊

（
昭
和
町
２
丁
目
、
１
丁
目
３
町
内
一

部
）、
河
合
和
子
（
昭
和
町
３
丁
目
、
１

丁
目
４
町
内
一
部
）、
荒
井
芳
野
（
旭
町

１
丁
目
）、
阿
部
照
伸
（
旭
町
２
丁
目

2·5·6
町
内
）、
友
安
多
佳
子
（
旭
町

２
丁
目
１·3·4
町
内
）、
薩
摩
き
よ
美

（
旭
毛
屋
町
2·3·6
町
内
）、
山
田
德

昭
（
旭
毛
屋
町
1·4·5
町
内
）、
斎
藤

さ
と
み
（
立
川
町
1
～
3
町
内
）、
石
川

康
宏
（
立
川
町
4
～
6
町
内
）、
松
村
清

美
（
下
後
）、
阿
部
牧
子
（
上
袋
田
、
下

袋
田
）、
大
須
賀
ひ
と
み（
中
後
、
上
後
、

上
郡
）、
久
保
す
み
ゑ
（
上
長
渕
、
栄
町

１
丁
目
、
２
丁
目
）、
坂
東
輝
子
（
栄
町

３
丁
目
）、
田
中
一
夫
（
栄
町
4·5
丁

目
）、
加
藤
保
弘
（
沢
町
１
～
５
町
内
）、

前
田
和
則
（
沢
町
６
～
９
町
内
）、
笹
木

茂
紀
（
芳
野
町
1
～
3
町
内
）、
安
岡
明

治
（
芳
野
町
4
～
6
町
内
）、
加
藤
謙
二

（
芳
野
町
７
町
内
）

猪
野
瀬
地
区

竹
内
壽
美
枝
（
片
瀬
、
片
瀬
町
）、
三
屋

清
栄（
毛
屋
、
猪
野
）、
齋
藤
眞
理
子（
高

島
、
西
高
島
、
北
市
）、
廣
瀬
敏
朗
（
若

猪
野
、
岡
横
江
、
猪
野
口
）

子
（
薬
師
神
谷
、
牛
ヶ
谷
）、
西
出
嗣
代

（
深
谷
、
聖
丸
）

荒
土
地
区

道
林
卓
惠
（
新
保
、
松
ヶ
崎
）、
齋
藤
治

一（
伊
波
、妙
金
島
）、多
田
和
子（
布
市
、

清
水
島
）、
森
石
敬
一（
堀
名
、
中
清
水
、

北
宮
地
）、
坂
上
喜
代
子
（
北
新
在
家
、

松
田
、
田
名
部
）、
川
村
か
づ
み
（
境
、

新
道
、
西
ヶ
原
、
戸
倉
）、
横
山
照
夫（
細

野
口
、
別
所
）

北
郷
地
区

石
川
康
彦（
檜
曽
谷
、
新
町
、
志
比
原
）、

前
田
恒
男
（
上
森
川
、
下
森
川
、
西
妙

金
島
）、
仲
谷
乃
子
（
伊
知
地
、
上
野
）、

田
中
照
男
（
東
野
、
岩
屋
）、
笠
羽
忠
恭

（
坂
東
島
）

鹿
谷
地
区

島
田
秀
夫（
本
郷
）、
嶋
田
繁
孝（
発
坂
、

保
田
出
村
）、
佐
野
喜
美
枝
（
矢
戸
口
）、

前
川
幸
江
（
志
田
、
西
光
寺
）、
牧
野
寿

一（
保
田
）、
島
田
弘
美（
北
西
俣
）、
旭

佳
代
子（
東
遅
羽
口
、西
遅
羽
口
、杉
俣
）

主
任
児
童
委
員
名
簿

山
岸
登
美
子
、
鳥
山
淳
夫（
以
上 

勝
山
）

大
林
市
一
、
牧
野
栄
子（
以
上 

平
泉
寺
、

遅
羽
、
猪
野
瀬
）
荒
井
万
記
子
、
有
原

治
一（
以
上 

村
岡
、
北
谷
、
野
向
）水
上

茂
子
、
田
中
芳
子（
以
上 

荒
土
、
鹿
谷
、

北
郷
）�

※�

敬
称
略
、
順
不
同
、
カ
ッ
コ
内
は
担
当
地
区
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市からのお知らせ I n fo r m a t i o n市からのお知らせ I n fo r m a t i o n

市
職
員
な
ど
の
給
与
を
公
表　

人
件
費
の
状
況

問
総
務
課（
市
役
所
２
階
）☎
88
‐
１
１
１
３ 

　

令
和
４
年
4
月
1
日
現
在
の
市
の
三

役
、
市
議
会
議
員
、
市
職
員
の
給
料
・
手

当
な
ど
を
公
表
し
ま
す
。

人件費の決算状況� （令和3年度決算・普通会計）
歳出額(A) 人件費(B) 人件費率(B/A) 令和2年度人件費率

13,931,945千円 2,359,532千円 16.9％ 15.0％

（注）人件費には特別職に支給される給料・報酬などを含みます
職員給与費の状況� （令和4年度・普通会計）

職員数(A)
給 与 費 1人あたり

給与費(B/A)給 料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

224人
千円

870,501
千円

167,145
千円

329,482
千円

1,367,128
千円

6,103

（注）職員手当には退職手当を含みません

部門別職員数の状況� （各年の4.1現在）
区分

部門
職　員　数（人） 対前年増減数（人）
R2 R3 R4 R2 R3 R4

一
般

議 会 4 4 4 0 0 0
総 務 45 42 49 1 △3 7
税 務 11 9 11 △1 △2 2
農 水 16 16 15 0 0 △1
商 工 15 14 9 1 △1 △5
土 木 23 22 22 4 △1 0
小 計 114 107 110 5 △7 3

福
祉

民 生 28 26 23 △1 △2 △3
衛 生 13 15 15 1 2 0
小 計 41 41 38 0 0 △3

一 般 行 政 計 155 148 148 5 △7 0

特
別

行
政

教 育 44 44 37 △7 0 △7
消 防 39 38 37 0 △1 △1
小 計 83 82 74 △7 △1 △8

公
営
企
業
等

上 水 道 6 6 6 △1 0 0
下 水 道 4 4 5 △2 0 1
そ の 他 16 15 15 1 △1 0
小 計 26 25 26 △2 △1 1

総 合 計 264 255 248 △4 △9 △7
（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休
職者を含み、再任用短時間勤務職員および会計年度任用職員を除いています

職員手当の状況� （令和4年度）
区 分 主 な 内 容

期末手当
勤勉手当

	 6月期	 12月期	 計
	 1.2月分	 1.2月分	 2.40月分
	 0.95月分	1.05月分	 2.0月分

退職手当

	 自己都合	 勧奨・定年
勤続20年	 19.6695月分	 26.3655月分
勤続25年	 28.0395月分	33.27075月分
勤続35年	 39.7575月分	 47.709月分
最高限度額	 47.709月分	 47.709月分

（国の最高　47.709月分）
1人あたりの平均支給額　19,932千円（令和3年度）

特殊勤務
手 当

①用地交渉業務従事手当②動物死体汚
物処理業務従事手当③感染症防疫業務
従事手当④徴収事務従事手当⑤消防署
勤務手当

扶養手当

○配偶者　6,500円　子　10,000円
　父母等　6,500円
（扶養親族のうち満16歳から22歳まで
の子１人につき5,000円加算）

住居手当 借家27,000円までの場合、16,000円を引いた額

通勤手当 交通機関利用の場合　55,000円まで自家用車の場合　2,000円～ 31,600円
時 間 外
勤勉手当

支給総額　63,975千円（令和3年度）
1人あたりの年額281千円

等級別職員数の状況
区分 代 表 的

な 職 名 職員数 構成比

１級 主 事�
技 師 11 4.4% 

２級 主 事�
技 師 22 8.9%

３級 主 査 99 39.9%  

４級 係 長 51 20.5%

（R4.4.1現在）職員数248人

区分 代 表 的
な 職 名 職員数 構成比

５級 課長補佐 29 11.7%

６級 課 長 16 6.5%

７級 政策幹等 4 1.6%
技能
労務
職員

運 転 手
調 理 師
施 設 員

16 6.5% 

特別職の給料、報酬等の状況� （令和4年度）
市　長　850,000円 議　長　440,000円
副市長　710,000円 副議長　370,000円
教育長　605,000円 議　員　350,000円
期末手当　6月期 1.625月分 12月期 1.675月分

国と比較した平均給料月額�（R4.4.1現在）
区 分 一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

平均給料額 平均年齢 平均給料額 平均年齢

勝山市 323,349円 44.2 313,544円 55.4

国 323,711円 42.7 286,570円 51.1

国と比較した初任給� （R4.4.1現在）

区 分 高校卒
初任給

高校卒
2年 目

大学卒
初任給

大学卒
2年 目

勝山市 154,600 158,900 185,200 191,700

国 154,600 158,900 185,200 191,700

職員の経験年数平均給料
（一般行政職（大学卒））� （R4.4.1現在）
7年以上10年未満 10年以上15年未満 15年以上20年未満

232,191円 262,675円 311,739円
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市からのお知らせI n fo r m a t i o n

「
令
和
４
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」が

送
付
さ
れ
ま
す

問
市
民
課（
市
役
所
１
階
）☎
88
‐
8
1
0
2ねんきんネット

はこちら

※�

電
話
に
よ
る
再
交
付
の
場
合
は
、
送
付

ま
で
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。
お
急

ぎ
の
場
合
は
、
年
金
事
務
所
の
窓
口
で

ご
相
談
く
だ
さ
い

※�

市
役
所
で
は
再
発
行
で
き
ま
せ
ん
。
ご

了
承
く
だ
さ
い

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
源
泉
徴
収
票
の

内
容
が
確
認
で
き
ま
す

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
の
画
面
上
か
ら
、

源
泉
徴
収
票
の
内
容
の
確
認
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
通
知
書
の
原
本
が
必
要
な
場

合
は
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」か
ら
再
交
付

申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
の
源
泉
徴
収

票
の
内
容
の
確
認
、
再
交
付
申
請
は
、

令
和
5
年
１
月
5
日
㈭
か
ら
可
能
に

な
り
ま
す

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

源
泉
徴
収
票
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
中
に
老
齢
ま
た
は
退
職
を

支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
け
取
ら
れ

た
方
に
日
本
年
金
機
構
よ
り
送
付
さ
れ

ま
す
。
令
和
４
年
中
に
支
払
わ
れ
た
年

金
額
と
、
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
た
所
得

税
額
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

確
定
申
告
の
際
に
添
付
書
類
と
し
て

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

源
泉
徴
収
票
の
送
付
時
期

　

１
月
中
旬
～
1
月
下
旬
に
日
本
年
金

機
構
よ
り
順
次
発
送

※�

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
所
得
税
の

課
税
対
象
で
は
な
い
た
め
、
源
泉
徴
収

票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん

源
泉
徴
収
票
の
再
交
付
に
つ
い
て

　

電
話
（
０
７
７
６
ー
23
ー
４
５
１
８　

自
動
音
声
①
→
②
）で
申
請
で
き
ま
す
。

　

基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の

を
ご
用
意
の
う
え
、
年
金
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
出
産
・
子
育
て
を
応
援
し
ま
す

問
健
康
体
育
課（
す
こ
や
か
内
）☎
87
‐
0
8
8
8 

こ
れ
か
ら
妊
娠
届
出
を
す
る
方
へ

　

妊
娠
届
出
時
に
妊
婦
面
談
と
出
産
応

援
金
の
申
請
を
合
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。

　
ご
予
約
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

実
施
場
所
▼
す
こ
や
か（
②
番
入
口
）

所
要
時
間
▼
30
分
程
度

持�

ち
物
▼
身
分
証
明
書�

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
免
許
証
な
ど
）、
出
産
応
援

金
振
込
先
金
融
機
関

口
座
確
認
書
類（
通
帳

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
の
写
し
な
ど
）

令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に

�

出
産
・
妊
娠
届
出
を
し
た
方
へ

　

4
月
1
日
以
降
に
出
産
・
妊
娠
届
出

を
し
た
方
に
は
、
遡
及
給
付
が
あ
り
ま

す
。（
対
象
者
に
は
1
月
中
に
通
知
）

◉
出
産
し
た
方（
出
生
し
た
子
と
母
親
）

給
付
額
▼
10
万
円（
双
子
の
場
合
は
15
万
円
）

�

（
出
産
応
援
金
＋
子
育
て
応
援
金
）

◉
妊
娠
届
出
を
し
た
妊
婦

給
付
額
▼
5
万
円（
出
産
応
援
金
）

※�

子
育
て
応
援
金
（
５
万
円
）
は
出
生
時

面
談
で
給
付
し
ま
す

相
談
支
援  
・ 
応
援
金
給
付

　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
全
て
の

妊
娠
・
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
過
ご
せ

る
よ
う
相
談
体
制
を
充
実
し
、
面
談
な

ど
の
支
援
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て

出
産
・
子
育
て
応
援
金

の
給
付
を
行
い
ま
す
。

相
談
・
給
付
の
イ
メ
ー
ジ

◉
妊
娠
届
時

　
妊
婦
面
談
の
実
施

　
出
産
応
援
金
の
給
付

　
（
妊
娠
1
回
に
つ
き
5
万
円
）

◉
妊
娠
8
か
月
頃

　
妊
娠
後
期
～
産
後
向
け
の

　

�

情
報
提
供

　
妊
婦
面
談
の
実
施

◉
出
産
後　

出
生
時
面
談
の
実
施

　
子
育
て
応
援
金
の
給
付

　
（
子
ど
も
1
人
に
つ
き
5
万
円
） 詳細はこちら

予約はこちら
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市民の広場
C o m m u n i c a t i o n

※イベントなどに参加される際は、マスクを着用するなど感染症対策に努めてください
※感染状況によっては、イベントなどが中止・日程変更になる場合があります

お知らせ・イベント
住宅・土地統計調査の 
準備事務にご協力を

　令和5年住宅・土地統計調査の
準備事務（単位区設定）を実施しま
す。
　1月中旬から２月下旬に、指導
員（県知事任命）が人が居住する建
物の数や空き家の有無などを確認
するため、調査区域を巡回します。
　住戸の外観から判断することが
困難な場合には、お住いの皆さま
に確認することがありますので、
ご理解とご協力をお願いします。
　指導員は、顔写真付きの「指導
員証」を携帯しています。
　不審に思われた場合は御確認く
ださい。
住宅・土地統計調査とは…
統計法に基づく基幹統計調査で、
5年ごとに実施（今年の10月実施）
問 総務課　☎88-1117

冬の風物詩 
「勝山年の市」

時1月29日㈰午前9時～午後2時所
勝山本町通り
※�出店者やガラガラ抽

選会などの情報は商
工会議所HPをご覧
ください

問 勝山年の市振興会
　☎090-8269-8529

勝山スポーツアカデミー
　子どもたちがスポーツに親し
み、挑戦する意欲を高める育成プ
ログラムを実施します。
時1月28日㈯午後1時30分～ 4時
（受付は午後１時～）所ジオアリー
ナ内メンタルトレーニング、ムー
ヴメントトレーニング対小学校5・
6年生の親子定25組持スポーツウ
エア、内ズック、飲み物締1月25
日㈬
申・問 �健康体育課（ジオアリーナ）
　　☎88-8127

上級救命講習
時2月19日㈰午前9時～午後6時所
福井市木ごころ文化ホール（福井
市美山町2-8）対市内の住民および
通勤・通学する中学生以上の方定
30人（先着順）
申・問 �消防署　☎88-0400

防災力強化へ　「防災安全専門員」が着任

　勝山市の防災体制の強化を図るため、防災・危機管理に関す
る優れた経験や知識を持つ「防災安全専門員」が着任しました。
　前職での経験を活かした、防災や市民保護、災害時の迅速な
対応にあたります。

《主�な経歴》　勝山市出身、海上自衛隊入隊後、艦隊司令部主任
幕僚、防衛省海上幕僚監部勤務、幹部候補生学校統率科教
官を歴任し、防衛大学校准教授（国際安全保障）で定年退職

防災安全専門員（総務課）
松
まつむら

村　孝
こうしょう

省

朝はよ－朝はよ－

きねの。きねの。

商工会議所
ホームページ

編
集
後
記

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
今
月
号
の
表
紙
写
真
は
、
今
年
の

干
支「
卯
」に
ち
な
み
、
ゆ
め
お
ー
れ

勝
山
の
ま
ゆ
玉
ク
ラ
フ
ト
体
験
で

作
成
し
た
う
さ
ぎ
と
元
気
い
っ
ぱ

い
の
3
姉
妹
で
す
。

　

親
し
み
や
す
い
「
広
報
か
つ
や

ま
」
に
な
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま

す
の
で
、
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
広
報
広
聴
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広告のお申し込みは総務課まで広告

講演１

講演2

講演3

大腸がんについて

乳がんについて

膵がんについて

副院長  田口  誠一

健康管理センター長  土山  智邦

消化器内科部長  大藤  和也

参加費：無料

視聴はこちらから

http://fukui.jcho.go.jp

アーカイブ配信　R5.1.20（金）～

第４回　奥越市民公開講座
『がんの予防と検診』 ～がん検診を受けよう～

JCHO福井勝山総合病院
【問い合せ先】
　総務企画課
　　TEL：0779-88-0350

ボンタマキ健康美肌

InstagramInstagram

情報はこちらから

エレガンスラズル
1 月１７日新色発売

エナメルラッカー
５カラー ¥1320

アイカラー

5 カラー ¥2310

限定発売です

住所：勝山市元町１丁目９-２１-３

TEL：０７７９-８７-２６１３

まつ毛と眉毛簡単スタイリングのレッスンします

アルビオン　エレガンス　カネボウ
tamakiniime BIO カイロプラクティック
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